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児童教育学科
1専門教育科目の構成
1．児童教育学科の教育目的
　児童教育学科では、小学校教育と幼稚園教育を理解
した教員の育成を目的とする。小学校及び幼稚園は、
初等教育機関として関連的に教育することが必要であ
る。幼児期と児童期の連続性を踏まえ、教育について
幅広くかつ、体験に基づく実践的な学習を行う。

2．児童教育学科の特徴
　児童教育学科では、教育現場の実情を踏まえた理論
的な学習と、現場での実践的な学習を特に重視してい
る。教科指導方法等に加え、学習上の遅れや障害のあ
る子どもについても理解し、実践的に支援の実際を学
ぶ。また、所定の教育実習に加え、附属幼稚園での定
期的な観察などを体験する。
　授業は基本的にクラス単位で開講されるが、演習や
実技中心の授業は、グループ単位で開講されるものも
ある。3年次の教育学演習（ゼミナール）と4年次の
課題研究（卒業論文）は、少人数による授業が中心と
なり、学生それぞれの能力に合わせた指導も行う。

3．教育課程の特色
　児童教育学科の専門教育科目は、幅広い教養と教員
として必要な知識・技能等について、幅広い領域と、
科目の選択性を考慮して設定されている（次頁）。1年
次では、主に、教育の基礎的事柄及び教養的知識を学
習する。2年次では、教育の骨組みとなる知識、方法、
法規等を学ぶ。学校教育学の諸領域は、学習の進展に
応じ2年次〜4年次に置いてある。3年次では、ゼミ
活動を通して、関心のある科目（領域）の知識や理解
を深めるとともに、研究を進めるための基礎を学ぶ。4
年次では一連の研究活動を通して、分析力や考察力、
プレゼンテーション能力などを養う。教諭免許の関連
科目（教育実践科目群）は、主に2年次以降で学習する。

2履修方法
◆卒業要件単位
　卒業するためには、以下の要件を満たし、合計124
単位以上履修しなければならない。
その内訳は一般教育科目（32単位）、児童教育学科専
門教育科目（84単位）、及びその他の科目（8単位）
である。それぞれについて履修上の要件が定められて
いる。

1）一般教育科目
　一般教育科目は32単位以上履修すること。その科
目内訳は以下のとおり。
◉必修科目（計32単位）
1年次：	「キリスト教学Ⅰ」、「基礎演習」、「日本語演

習」、「人文社会科学入門」、「自然科学入門」、
「英語ⅠA・ⅠB」を各2科目、「運動スポー
ツ論」

2年次：	「自然科学特論A〜G」のなかから1科目、
「総合コースA〜 J」のなかから2科目

3年次：	「科学技術論」、「特殊研究A・B」（4年次で
も可）

◉選択科目
1年次：	「ドイツ語ⅠA・ⅠB・ⅡA・ⅡB」、「フラ

ンス語Ⅰ A・Ⅰ B・Ⅱ A・Ⅱ B」、「中国語
ⅠA・ⅠB・ⅡA・ⅡB」

2年次：	「英語Ⅱ」、「ドイツ語Ⅲ」、「フランス語Ⅲ」、
「中国語Ⅲ」

3年次：	「日本国憲法」
1〜4年次：	「シーズンスポーツ」
2〜4年次：	「スポーツ」

2）専門教育科目
　専門教育科目は、以下の要件を満たし、合計で 84
単位以上履修すること。
　児童教育学科専門教育科目は、幾つかの部門に分か
れる。それぞれの部門において、履修しなければなら
ない科目が設定されている。卒業に必要な84単位は、
下記の要件を満たさなければならない。

児童教育学科専門教育科目の構成

部　門
（ａ）基礎科目
（ｂ）人間形成科目群
（ｃ）教育学基幹科目群
（ｄ）学校教育学科目群
（ｅ）教育実践科目群
　　（Ａ～Ｆ）
（ｆ）授業構想科目群
（ｇ）教育学演習科目群
（ｈ）卒業論文

主な内容
教育の基礎
教育者としての教養
教育の知識、方法、法規等
学校教育学の諸領域
教育者としての専門的知識・
技能
授業作りの研究
ゼミナール他
論文作成

開設年次
１年次
１年次
１～２年次
２～４年次
１～４年次

4年次
２～４年次
４年次

児童教育学科専門教育科目の卒業要件

部門
基礎科目
人間形成科目群

教育学基幹科目群

学校教育学科目群

授業構想科目群

教育学演習科目群

卒業論文

履修方法
全４科目
社会学、倫理学、及びそれ以外
の３科目から１科目
教育制度論、及びそれ以外の５
科目から２科目
特別支援教育論、キリスト教教
育論、及びそれ以外の５科目か
ら２科目
授業研究Ａ、授業研究Ｂ
教育学演習Ⅰ・Ⅱ、教育相談演習
Ⅰ・Ⅱの2科目から１科目
卒業研究演習Ⅰ・Ⅱ、卒業論文

計

要件
１
２

３

４

５
６

７

単位数
8
6

6

8

2

4

8
42
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れる。
b	）	 	一般教育科目の日本国憲法（2単位）、英語ⅠA（2
科目2単位）、及び運動スポーツ論（2単位）の
4科目の単位を修得しなければならない。

c	）	 	小学校教諭一種免許状を取得するには、その他に、
介護等体験を行うことが必要である。これは、科
目ではないため履修登録したり単位が認定される
ものではないが、授業期間中に社会福祉施設と特
殊教育学校で計7日間、介護等について体験し
なければならない。

3）学外実習
a	）	 	教育実習	 	
　教諭免許状を取得するためには、学外で行う教
育実習を履修しなければならない。各免許に必要
な教育実習は下記の通りである。

教育実習A：3年次開設　　教育実習B：2年次開設
教育実習C：3年次開設

b	）	 	教育実習の履修要件	 	
　教育現場で実習を行うには、そのための最低限
の知識や技能は身につけておく必要がある。教育
実習を履修するにあたっては、必要な科目を修得
していることが条件となる。下表の要件を満たさ
ない場合は、教育実習を行うことはできない。

　残り42単位（84単位−42単位）は、上記科目以
外の専門教育科目から任意に選択して履修する。但し、
教育実践科目群A（16科目）は、卒業要件単位ではな
いため、その中に含めることはできない。

3）その他の科目
　その他の科目として、8単位以上履修すること。
　その他の科目は、自由に選択できる。児童教育学科
専門教育科目の選択科目（教育実践科目群A除く）、一
般教育科目の選択科目、他学科開設開放科目、及び単
位互換科目（P19参照）から任意に選択して履修する。

◉キャップ制について
　キャップ制とは、授業の予習や復習など教室外にお
いて学習する時間を考慮し、単位の過剰登録を防ぐた
め、学期間・年間に科目登録できる単位の上限を設け
る制度である。
　１年度あたり修得できる単位数は、前期、後期それ
ぞれ28単位、通年で48単位を超えてはならない。
　学科独自の科目登録の上限に含めない科目は以下の
とおりである。

　なお、全学科において科目登録の上限に含めない科目
があるので、詳しくは、「5キャップ制」（P18）を参
照すること。

◆教諭免許取得の要件単位
1）取得できる免許（両取得可）
　小学校教諭一種免許状
　幼稚園教諭一種免許状

2）条件となる科目
a	）	 	教諭免許取得のためには、指定された科目の単位
を修得しなければならない。教科に関する科目、
教職に関する科目、及び教科又は教職に関する科
目のそれぞれに必要な科目と単位数が定められて
おり、その要件を満たすように科目履修する（Ｐ
125・128参照）。尚、免許取得のために履修
する単位は、卒業要件の単位としてもカウントさ

免許取得に必要な教育実習

教育実習の条件となる科目

実習
教育実習Ａ
（３年次）

教育実習Ｂ
（２年次）

教育実習Ｃ
（３年次）

事前に修得すべき科目
児童教育学基礎、教育原理、教育
心理学、臨床教育学、教育制度論、
教職概論、初等教育課程論、道徳
教育の理論と方法、特別活動の理
論と方法、情報処理演習、教科科
目を３科目以上（６単位以上）
児童教育学基礎、教育原理、教育
心理学、臨床教育学、保育内容（人
間関係・言葉）、保育内容（表現）、保
育内容（健康・環境）、情報処理
演習
教育制度論、教職概論、幼児教育
課程論、教育実習指導Ｂ、教育実
習Ｂ、教科科目を２科目以上（４
単位以上）

事前又は同時期に履修すべき科目
特別支援教育論、
全教科の教科教
育法（９科目）、
教育相談、生徒
指導、教育実習
指導Ａ
教育制度論、教
職概論、幼児教
育課程論、教育
実習指導Ｂ

教育相談

取得する免許状
幼稚園教諭一種免
許状及び小学校教
諭一種免許状
小学校教諭一種免
許状のみ
幼稚園教諭一種免
許状のみ

必修
教育実習Ａ（小学校）
及び教育実習Ｂ（幼稚園）

教育実習Ａ（小学校）

教育実習Ｂ（幼稚園）、
及び、教育実習Ａ（小学
校）と教育実習Ｃ（幼稚
園）のどちらか一つ

選択
教育実習Ｃ（幼稚園）

教育実習Ｂ（幼稚園）
教育実習Ｃ（幼稚園）
教育実習Ａ（小学校）
又は
教育実習Ｃ（幼稚園）

授業科目名 授業科目名

教育原理 教職概論

教育心理学 初等教育課程論

教育制度論 幼児教育課程論

国語科教育法 教育方法論

社会科教育法 道徳教育の理論と方法

算数科教育法 特別活動の理論と方法

理科教育法 教育相談（幼児理解の理論
および方法を含む）

生活科教育法 生徒指導（進路指導を含む）

音楽科教育法 教職実践演習（幼・小）

図画工作科教育法 情報処理演習

家庭科教育法 教育実習Ａ

体育科教育法 教育実習指導Ａ

保育内容（人間関係・言葉） 教育実習Ｂ

保育内容（表現） 教育実習指導Ｂ

保育内容（健康・環境）
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3取得できる免許と資格
　小学校教諭一種免許状、幼稚園教諭一種免許状（両
取得可）、司書教諭を取得できる他、下記の任用資格を
取得できる。

児童指導員・・・卒業と同時に取得できる

児童福祉司・・・	卒業後、指定施設における1年以上
の実務経験後に取得できる

児童自立支援専門	員・・・	 	
小学校教諭免許状の取得者で、1年
以上の実務経験後に取得できる

4教育課程表の記号について（P113 〜）
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児童教育学科の科目履修表

〈注意事項〉	1．	○は必修科目、△は選択科目を示す。
	 2．		教免取得には、表欄の要件を満たした上で、更に、小免は、教育学基幹科目群及び教育実践科目群Ａ、Ｅ、Ｆの選択科目から10単位以上、幼免は、教育学基幹科

目群及び教育実践科目群Ａ、Ｃ、Ｅ、Ｆの選択科目から10単位以上を満たすように履修しなければならない。幼小両免は、両要件を満たすように履修する。
	 3．	教免取得には、その他、日本国憲法（2単位）、英語ⅠＡ（2科目2単位）、運動スポーツ論（2単位）を修得しなければならない。
	 4．	「海外学校研修」については、参加希望者を対象とした「宮城学院生生徒海外研修費用等貸与金制度」がある。詳しくはP157参照。

部門 科目名
開設年次および単位数 必修・選択・免許の別

要件１年次 2年次 3年次 4年次 卒業 小免 幼免

専
攻
専
門
教
育
科
目

基
礎
科
目

児童教育学基礎 2 ○
教育原理 2 ○ ○ ○
教育心理学 2 ○ ○ ○
臨床教育学 2 ○

人
間
形
成
科
目
群

社会学 2 ○

卒業要件
1科目以上

倫理学 2 ○
哲学概説 2 △
文化人類学 2 △
歴史学 2 △

教
育
学
基
幹
科
目
群

教育制度論 2 ○ ○ ○

卒業要件
2科目以上

教育史 2 △ △ △
教育社会学 2 △ △
教育工学 2 △ △
比較教育学 2 △ △
生涯学習論 2 △ △

学
校
教
育
学
科
目
群

特別支援教育論 2 ○

卒業要件
2科目以上

キリスト教教育論 2 ○
学校授業論A 2 △
学校授業論B 2 △
学校経営論 2 △
教育統計 2 △
健康教育論 2 △

教
育
実
践
科
目
群

A

国語概説 2 △ △

幼小両免
又は
小免は 4科目
以上、
幼免のみは
3科目以上

国語科特講 2 △ △
社会概説 2 △
社会科特講 2 △
算数概説 2 △ △
算数科特講 2 △ △
理科概説 2 △
理科特講 2 △
生活科概説 2 △ △
音楽論 2 △ △
音楽実技 2 △ △
美術論 2 △ △
図画工作 2 △ △
家庭科概説 2 △
運動論 2 △ △
小児体育 2 △ △

B

国語科教育法 2 △ ○
社会科教育法 2 △ ○
算数科教育法 2 △ ○
理科教育法 2 △ ○
生活科教育法 2 △ ○
音楽科教育法 2 △ ○
図画工作科教育法 2 △ ○
家庭科教育法 2 △ ○
体育科教育法 2 △ ○
英語活動 2 △ ○

C

保育内容（人間関係・言葉） 2 △ ○

幼小両免は
1科目以上、
幼免のみは
4科目以上

保育内容（表現） 2 △ ○
保育内容（健康・環境） 2 △ ○
保育内容総論 1 △
保育内容指導法（音楽） 2 △ △
保育内容指導法（造形） 2 △ △
保育内容指導法（運動遊び） 2 △ △
保育内容指導法（人間関係） 2 △ △
保育内容指導法（コミュニケーション） 2 △ △
保育内容指導法（環境構成） 2 △ △

D

教職概論 2 △ ○ ○
初等教育課程論 2 △ ○
幼児教育課程論 2 　 △ ○
保育原理 2 △
教育方法論 　 2 △ ○ ○
道徳教育の理論と方法 2 △ ○
特別活動の理論と方法 2 △ ○
教育相談（幼児理解の理論および方法を含む） 2 △ ○ ○
生徒指導（進路指導を含む） 2 △ ○
教職実践演習（幼・小） 2 △ ○ ○
情報処理演習 2 　 △ ○ ○

E

教育実習Ａ 4 △ ○ △

幼小両免、幼免のみ、
小免のみのいずれも
5単位以上

教育実習指導Ａ 1 △ ○ △
教育実習Ｂ １ △ △ ○
教育実習指導Ｂ １ △ △ ○
教育実習Ｃ 3 △ △ △

F

発達心理学 2 △ △ △
乳幼児心理学 2 △ △
児童青年心理学 2 △ △ △
臨床心理学 2 △ △ △
青少年社会心理 2 △ △ △
障害児保育 2 △ △
エンカウター・グループ 2 △
カウンセリング理論 2 △ △ △
カウンセリング技法 2 △ △ △

授業構想
科目群

授業研究Ａ 2 △
卒業要件 1科目

授業研究Ｂ 2 △

教
育
学
演
習
科
目
群

教育学演習Ⅰ 2 △
卒業要件
同一科目のⅠ・Ⅱ
選択

教育学演習Ⅱ 2 △
教育相談演習Ⅰ 2 △
教育相談演習Ⅱ 2 △
学校臨床研究実習A 1 △
学校臨床研究実習B 1 △
教育インターシップA 1 △
教育インターシップB 1 △

卒業論文
卒業研究演習Ⅰ 2 ○
卒業研究演習Ⅱ 2 ○
卒業論文 4 ○

単位外 介護等体験 ○ ○
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